
高校生と学ぶ　－植物画を描く上での自立をめざして－

田地川和子・貴島せい子・肥田陽子
（ひとはく連携活動グループ　ＧＲＥＥＮ ＧＲＡＳＳ）

はじめに
　私達ＧＲＥＥＮ　ＧＲＡＳＳは１９９８年～２００６年まで、人と自然の博物館、神戸市立森林植物園ほか
兵庫県内で小・中学生を対象とした「こども植物画教室」を担当してきた。その教室で我々は
植物の採集から描き始めるまでの準備を整え、こども達が描くことに集中出来る教室つくりを
してきた。「こども教室」開始から１０年近くを経過し、この教室の参加者で引き続き植物画を描
きたい高校生が出てきた。そこで、高校生が自立して植物画を描ける様にするプログラムの開
発を目的として、２００８年「植物画研究会」を立ち上げた。研究会では、絵画の技術のみでなく、
こども植物画教室では体験しなかった、植物を描き出すまでの準備や心構えを含めて教える事
とした。
　２年間で１１回の研究会を実施し、その都度起きた問題点を話し合いながら、自立を目指した
研究会の取り組みを発表する。

プログラムとそのねらい
　「植物画」とは、植物のありのままの姿を植物学的に観察し、何の誇張も交えずに、正確に
細密に描き表しながら、しかも芸術性を併せ持った絵画という事が出来る。科学の目をもって
ひとりで植物画を描くために、２つの大切な事がある。まず、植物への深い関心を持つこと。
植物に好奇心や興味を抱かなければ、描く事が好きなだけでは植物画を描くことは出来ない。
身近な植物に心を留め、折々に観察し、よく知る。そこで得られた植物への感動や知識が植物
画を描く事へと繋がっていく。そして、もう一つ必要になるのが描くための絵画の技術や植物
画特有の技法の習得である。植物画に必要なこの点を踏まえて、次の８点のプログラムを開発
した。

以上を実践する事で自立を促すプログラムを進めた。
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プログラムの実施記録
　それぞれの研究会で実施したプログラムと課題、問題点をここに挙げる。
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高校生の感想
　２人の高校生から次のような感想を得た。
　『植物画研究会を通して植物の採集の仕方、標本の作り方、解剖図の描き方などさまざまの
事を学びました。これらの事は自分だけで出来ない事なので、体験できてとてもよかったと思
います。とくに顕微鏡を使っての植物の観察や解剖は、私にとってとても興味深いものでした。
肉眼で見ただけでは分からないものがはっきり分かり、新しい発見もあってとても面白かった
です。』
　『１年間だけ急きょ参加させてもらうことになりました。初めての高校生活と植物画を描く
事の予定が上手く組み立てられなかったので、植物画研究会の方々には大変迷惑をかけたと思
います。しかし普段は使う事のない器具や、知識を得る事が出来ました。作品をもっと創りた
かったという後悔もありますが、充実した１年を送れたと思います。貴重な体験が出来ました。
植物画研究会の方々、ありがとうございました。』

２年間の研究会で見えたこと
＜研究会運営の注意項目＞
　２年間全ての研究会を終え、研究会毎に起こった問題等を整理してみると、次のような運営
上注意すべき点が浮かび上がってきた。
①　「植物画研究会」の目的、主旨などへの理解
②　学校生活との両立
③　会員数の問題
④　Ｅ-ｍａｉｌ活用の利点と問題点、社会的なルールやマナー　
⑤　より身近な目標の設定
⑥　自主的に学ぶための植物への関心　
⑦　植物を描く心構え

＜困難を極めた日程調整＞
　研究会の運営にあたっては、日程調整が困難を極めた。この原因は②、③、④にあると考え
られる。高校生を対象とした研究会では、②各学校の行事や学業が最優先であり、それに指導
者側のそれぞれのスケジュールを調整する事が求められる。さらに、③の高校生会員の少なさ
（１～２人）から、必ず高校生の参加がなければ研究会が成立しないという事情があった。日
程調整や質問の連絡には、④メールを使い便利だった反面、メール文の書き方で意思の疎通が
うまく図れず、却って混乱を招いた事もあった。メールを使う際には、社会的に通用するルー
ルやマナーがある事を高校生に知ってもらう必要性も感じた。
＜継続のための心構え＞
　研究会を継続して高校生自ら積極的に活動してもらうためには、私達自身の心構えとして①、
⑥、⑦が求められた。或いは、２年後の最終目的に向けて、目標を見失わずに気持ちを繋いで
いくためには、①、⑤、⑥、⑦を心掛けて研究会を進める必要があった。一方、高校生達は学
校生活との両立のため、時間的な制限が厳しい中活動を続けたが、彼女達の大変さの原因もこ
れらの項目①～⑦にあったと思われる。
＜残された課題＞
　運営中は様々な出来事に対処を迫られ、指導者側で話し合いを重ねながら研究会を進めてき
たが、解決出来ないまま残した部分も多い。例えば、我々が目指した自立して植物画を描くた
めに「一からの準備」といった基盤の部分を身に付けさせるところまでには至らなかった。具
体的には、描きたい植物を手に入れる時など、「目的を告げ理解を求める」、「結果の報告を欠か
さない」等、提供者に対する配慮や感謝といった、人間としての基本的なルールやマナーを身
に付けている必要がある。これらは社会に受け入れられるために大切な事であり、高校生が大
人に成長するためにも学ばなくてはならない事の一つである。私達は今回、「高校生と学ぶ」場
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では、この様な社会性の指導をも心掛けていく必要があることを実感した。

まとめ
　「植物画研究会」は極めて恵まれた条件と環境のもとにスタートし、活動する事が出来た。運
営や絵画指導を担当した私たちにとっても、多くの事を学んだ２年間だった。植物の専門の先
生方、植物画を専門とするＧＲＥＥＮ　ＧＲＡＳＳ、植物画の基礎的な技術を身に付けた高校生、こ
の３者が揃い、人と自然の博物館の連携活動事業として館内の場所、器具、図書などの提供・
協力を得て、初めて実現出来た。
　運営にあたっては、毎回、研究会の実践記録を作り、問題点への対処やプログラムの工夫を
話し合い、次の研究会に繋げていった。今回、植物画を描くために取り組んだプログラムは、
高校生が目標の植物画制作を果たせた事で、適切なプログラムであったと判断している。
　高校生は、時間的な問題や気持ちの維持など難しい点を何とか乗り越え、これらのプログラ
ムを十二分に吸収した。高校生という年齢からくる未熟さはあるが、私たちは彼女達の若さが
持つ大きな学ぶ力を感じた。
　しかし、研究会の期間は短く、私達が目指した植物画を描く上での真の自立の道を彼女達が
歩み始めるのには、今後を待たなければならないだろう。高校生がどのような進路を選ぶこと
になっても、この年月に学んだ事が彼女達の将来の助けになる事を私たちは願っている。
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